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随意契約理由書 

 

 

１ 件      名 平成２８年度 佐賀国道事務所道路気象情報提供業務 

 

２ 履 行 場 所 佐賀県佐賀市新中町５番１０号 佐賀国道事務所 

 

３ 随意契約の相手方 福岡市早良区西新１丁目１０番２７号 

一般財団法人日本気象協会 九州支社 

 

４ 随意契約適用法令 会計法第２９条の３第４項、予決令第１０２条の４第３号 

 

５ 当該業務の目的・内容及び随意契約に付する理由 

１）当該業務の目的  

本業務は、警報、注意報の発表をはじめ、降雨状況、降雨予測等の気象情報

をリアルタイムで受け、通常の維持管理及び異常気象時の防災業務における重

要な判断材料とするものである。 

２）当該業務の内容 

本業務は、佐賀国道事務所の防災体制に必要な、地震・津波情報、警報・注

意報情報、台風情報及び天気予報等に加え、管内の通行規制区間に係るポイン

トの詳細な降雨予測情報、台風予測情報及び雪氷予測情報などを、携帯版ＷＥ

Ｂサイト、携帯電話メール等により実施するものである。 

３）随意契約に付する理由 

         平成２８年４月１日付けで気象情報提供業務の契約を締結し、業務を実施し

ていたところ、相手方から履行不能の申し出があったため契約を解除すること

となったことから、新たな契約締結の必要が生じたものである。 

         防災業務の実施に当たっては、近年ゲリラ豪雨等の異常気象事象も発生して

いることから早期に気象情報を入手する必要性が高まっており、当事務所管内

には事前通行規制区間を抱えることから特定地点の詳細な気象情報・予測など

各種情報を常時入手することが適切な防災体制の確立に必要不可欠であるが、

当該情報はテレビやインターネットの天気予報では入手することができない

ため、当該業務が唯一の情報源となる。 

また、当事務所の仕様に基づき、情報提供等を実施するためには、気象情報

を観測・分析・提供するためのシステム構築等が必要となる。構築には、準備

期間が必要となり、その間に何らかの事象が生じた場合、防災業務に支障をき

たし、社会に多大なる影響が生じることから、早急に契約を締結する必要があ

る。 

         （一財）日本気象協会九州支社は、過去に当事務所の仕様に基づき業務を実

施した実績があることから、既にシステム構築等がなされており、早急に対応

できる業者である。 

    以上のことから、適正な防災業務を実施するためには、（一財）日本気象協会

九州支社と契約せざるを得ないと判断した。 

 

以上のことから、本業務は、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令

第１０２条の４第３号により、（一財）日本気象協会九州支社と随意契約を締結す

るものである。 

 

                   （随意契約理由書作成者） 

                    佐賀国道事務所 管理第一課長 


	随契結果
	随意契約結果書（公表用）　1ページ


